せっかく 来て 下す つても、 何のお 愛想 もない から、 せ 

いせい 涼んで でもお いでな すって 下さい。 …… どうで 

す 健 介さん」 

主人 は、 铫子 をと りあげながら、 健 介の 方に 向きな 

おった。 

「貴方 はいいでしょう。 まさか、 奥さんが 涼む から、 

おれ も 涼まな きゃあい や だとい う 訳で もあります まい 

さあ、 どうです」 

健 介 は、 まだ 酒の のこって いる 盃を かばいながら、 

当惑そう に 笑った。 

「業 はほんと に、，' けな、，' んで すよ。 遠慮で も 何でもな 



挨拶の 中途の、 膝 をつ いて 息子 を 見上げて いたお ふ 

ゆ は、 それで 俄に 思いついた というよ うに、 おせい の 

方 を 向いた。 

「丁度い い 塩梅 だ。 行って 御覧なさいません か？」 

「ああ、 そり や あいい。 午巿 というの はね」 

小 関 も 辞儀 を やめに して 健 介に 説明した。 

「なかに 立つ 夜市でして ね。 植木 や 何 かが 主なん だが 

なかなか 盛んな ものです —— それに 何でしょう？」 

彼 は、 健 介 夫婦 を 見 くらべながら、 にゃにゃした。 

「お 二人とも あんな 処へは 足ぶ み もな さらな いんだ か 

ら、 つ いでに ずう つ と 一 廻りして 来る とよう， 1 J ざん す」 



に 立ち、 黙って そこ を 出た。 大 通の 左右に は、 絶 間な 

く 小路が あり、 その また 左右が ひしひし、 同様な、 き 

ら つく、 然し 人気ない 建物で 詰められ ている。 

行っても 行っても つきない。 いやに なるほど、 同じ 

ような 建物が、 余リ きらきら、 余り 寂しく 立って いる- 

II おせい が、 深く 黙り込んで しまった せいか、 小 関 

はつぎ 穂が なさそう に、 格子の 間 を 出たり 入ったり し 

て、 先に 立った。 

或ると ころで は、 まだ やっと はたち 位の 学生が、 わ 

ざと 顔 を 隠す ように 背 を 丸めて 台の 男と 差し 向いな が 

ら、 问か ひそひそ 囁き 合って いる。 
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